












































言え、それでもって有用な研究が頻出するかと言えば、そうではない。むしろ、近藤氏のように、資料や時代背景について知悉し、一方でジェンダー理論のような理論体系を自家薬籠中のものとした研究者によって始めて、有用な宝物が膨大なテキストから掘り起こすこと（テキストマイニング）が可能になるのだ 思う。テキストに基づい 研究を進められる、素質と基礎学力を持った若い研究者は一人でも多く本書につかれ 、大いに刺激を受け、今まで凡庸な研究者が思いもしなかった成果を言語学や文献学にもたらしていただきたいと切に願 も である。（Ａ
5版、四一二ページ、二〇一五年四月刊、笠間書院）
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